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「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
よ
っ
て

　
海
洋
の
汚
染
は
深
刻
に
！

　

現
代
人
は
、人
工
的
に
合
成
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
を
素
材
と
す
る
製
品
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
。

「
ナ
イ
ロ
ン
」
の
衣
服
に
始
ま
っ
て
、
家
具
、
文
具
を
初
め
、
特
に
日
常
生
活
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
の
は
、「
ポ
リ
袋
」、「
ポ
リ
壜
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
使
用
後
の
運
命
は
、
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

な
ん
と
悪
い
こ
と
ば
か
り
！

　

再
生
を
目
指
し
て
回
収
さ
れ
て
は
い
る
が
、
捨
て
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
細
分
化
の
運
命
を
辿
っ

て
海
に
流
れ
込
む
。

　

つ
い
に
は
微
小
な
粒
子
と
な
っ
た
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
、
地
球
上
に
生
命
を
営
む
も
の
、

人
類
の
将
来
に
向
か
っ
て
、
重
大
な
脅
威
に
な
る
の
で
は
、
と
し
て
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
80
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
80
号
（�0�8/4/5

発
行
）
の
電
子
版
と

し
て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
は
・
・
・

　

生
物
物
理
学
的
な
専
門
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
今
で
は
分
野
を
問
わ
ず
、
環
境
中
に
存
在
す
る
微

小
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
を
指
す
一
般
的
な
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
海
洋
の
環
境
な
ど
を
語
る
と

き
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
使
い
捨
て
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
議
論
無
し
で
現
状
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

海
洋
研
究
者
は
、�m

m

よ
り
も
小
さ
い
顕
微
鏡
サ
イ
ズ
の
す
べ
て

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
と
定
義
し
て
い
る
が
、5m

m

よ
り
も
小
さ
い

粒
子
と
す
る
研
究
者
も
い
る
。
現
場
で
採
取
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る

「
ニ
ュ
ー
ス
ト
ン
ネ
ッ
ト
」の
メ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ズ
が333

マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
（0.333m

m

）
で
は
あ
る
が
、m

icro

を
、「
微
小
な
」
を
指
す
ギ

リ
シ
ャ
語
の
意
味
で
使
っ
て
、
今
日
で
は
、m

icro

は
非
規
格
の
ま
ま
、

こ
う
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
化
し
た
。「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
が
、

野
生
の
生
物
と
人
間
の
健
康
・
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
科
学
的
な
検

証
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
将
来
に
亘
っ
て
警
告
す
る
科
学
者
は
急

速
に
増
大
し
て
い
る
。

　

発
生
源
と
し
て
推
測
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
、
工
業
用
研
磨
材
・
研
削
材
、
洗
顔
料
、
化
粧
品
な
ど
で
、

一
次
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
と
も
呼
ば
れ
る
（m

icroplastics,	m
icrobead

）。

　

一
方
、
二
次
的
に
発
生
す
る
も
の
と
し
て
、
海
洋
ゴ
ミ
な
ど
の
大
き
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
が
挙
げ
ら

れ
る
。
壊
れ
て
だ
ん
だ
ん
細
か
い
断
片
に
な
る
「
崩
壊
」
の
原
因
は
、
波
浪
な
ど
の
機
械
的
な
力
と
太
陽

光
で
、
特
に
紫
外
線
に
よ
る
光
化
学
的
な
過
程
で
あ
る
。

　

ま
た
、
家
庭
で
衣
類
を
洗
濯
す
る
と
き
、
合
成
繊
維
か
ら
脱
落
し
、
下
水
道
に
流
れ
込
む
微
小
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
も
あ
り
、
汚
染
の
大
半
は
、
洗
濯
で
抜
け
出
る
粒
子
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対
し
て
、M

P

と
い
う
略
称
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
消
費
量
は
加
速
し
て
い
る
の
で
、M

P

は
全
世
界
の
海
洋
に
広
く
拡
散
し
、
こ

れ
ら
の
粒
子
の
滞
留
期
間
は
長
い
の
で
、
集
積
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
総
量
は
着
実
に
増
大
す
る
に
違

い
な
い
。

　
日
本
の
報
道
陣
の
対
応
は
・
・
・

　

海
洋
の
ゴ
ミ
と
し
てM

P

が
存
在
す
る
こ
と
を
確
か
め
た
、
最
初
の
国
際
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
た
の
は
、
平
成
二
十
年
（�008

）
九
月
の
こ
と
、
会
場
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
タ
コ
マ
校
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
参
加
者
は
こ
こ
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
洋
環
境
に
問
題
を

右
の
写
真
は
、
日
本
列
島
か
ら
一
千
キ
ロ

離
れ
た
太
平
洋
上
で
、
気
象
庁
が
採
取
し

た
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
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も
た
ら
す
と
い
う
議
題
に
賛
成
し
、
合
意
し
た
。

　

日
本
で
報
道
さ
れ
た
の
は
、そ
れ
よ
り
数
年
遅
れ
て
、平
成
二
十
七
年
（�0�5

）
十
月
、NH

K

の
番
組
『
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
』
で
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
」
が
詳
細
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
「
一
見
、
ゴ
ミ
も
浮
い
て
い
な
い
海
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
る
微
細
な
物
質
が
大
量
に
漂
っ
て
い
る
。
大
き

さ
５
㎜
以
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
＝
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
だ
。
世
界
中
か
ら
海
に
流
れ
出
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
量
は
、
推
計
最
大
１
３
０
０
万
ト
ン
。
そ
れ
が
砕
け
目
に
見
え
な
い
ほ
ど
小
さ
く
な
り
、
海
に
漂
っ
て
い

る
の
だ
。「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」は
、海
水
中
の
油
に
溶
け
や
す
い
有
害
物
質
を
吸
着
さ
せ
る
特
徴
を
持
っ

て
い
て
、
１
０
０
万
倍
に
濃
縮
さ
せ
る
と
い
う
研
究
結
果
も
出
て
い
て
、
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
始
め

て
い
る
。
今
年
のG

7

（
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
日
本
な
ど
の
財
務
相
な
ど
の
集
ま
り
で
、
マ
ク
ロ
の
経
済
を
論
議
す
る
）
で

も
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問
題
が
、
世
界
的
課
題
だ
と
指
摘
さ
れ
、
日
本
の
環
境
省
も
大
規
模
調
査

を
開
始
し
て
い
る
。
世
界
の
海
で
何
が
お
き
て
い
る
の
か
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
実
態
と
、
始
ま
っ

た
対
策
を
追
う
。」

　

さ
ら
に
遅
れ
て
、
平
成
二
十
九
年
七
月
、
毎
日
新
聞
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
が
深

刻
だ
。
微
細
な
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（M

P

）」
が
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
、
と
記
し
、

さ
ら
に
十
月
、朝
日
新
聞
、『
科
学
の
扉
』
に
は
、「
微
笑
プ
ラ
ご
み	
海
の
汚
染
」
が
絵
図
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

国
内
の
本
格
的
な
取
り
組
み
は
何
れ
も
、
国
際
的
な
意
識
の
高
ま
り
に
促
さ
れ
て
か
ら
後
、
平
成
二
十
八

年
（�0�6

）
以
後
だ
っ
た
の
で
、
対
応
の
遅
れ
を
批
判
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。

　
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
っ
て
何
だ
」

　

高
田
秀
重
教
授
（
東
京
農
工
大
学
農
学
部
環
境
資
源
科
学
科
）
は
皆
さ
ん
に
話
し
掛
け
ま
す
・
・
・

　
「
レ
ジ
袋
を
貰
い
ま
す
か
？	

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
ま
す
か
？	

そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
る
と
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
屑
混
じ
り
の
魚
を
食
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」。

　

高
田
先
生
は
、
分
か
り
易
い
絵
図
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
海
洋
生
物
が
摂
食
し
て
い
る
」
を
描
か
れ

て
い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
絵
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

我
々
が
日
常
使
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
捨
て
ら
れ
る
と
、
海
洋
に
流
れ
込
み
、
紫
外
線
、
熱
、
そ

し
て
波
の
力
で
小
さ
な
断
片
と
な
り
、
つ
い
に
は
微
細
化
さ
れ
て
、
海
水
中
に
漂
う
。
ま
た
或
る
と
き
は
、

吸
着
さ
れ
た
物
質
に
よ
っ
て
重
く
な
り
、
海
底
の
堆
積
物
と
も
な
る
。
微
細
化
し
て
も
人
工
的
な
合
成
品
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
し
か
し
、海
洋
の
生
き
物
は
、同
じ
く
生
き
て
い
る
餌
、プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
間
違
え
て
食
べ
る
（
摂
食
す
る
）・・・
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
海
中
の
汚
染
物
質
（
か
つ
て
廃
棄
さ
れ
て
海
に

流
れ
込
ん
だ
『
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
』）
を
拾
い
、
生
態
系
に
運

ん
で
忍
び
込
む
。

　

生
き
物
の
世
界
へ
の
恐
る
べ
き
侵
入
で
は
な
か
ろ
う
か
！

　

平
成
二
十
八
年
（�0�6

）
十
二
月
、環
境
省
の
主
催
で
、「
海

洋
ご
み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
始
さ
れ
た
。

　

第
一
部
は
外
国
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
招
聘
し
て
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
ま
た
、
第
二
部
は
国
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
し
て
、
力
強
く
ス
タ
ー
ト
し
、
我
が
国
の
取
り
組
み
は

よ
う
や
く
本
格
化
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
一
月
、

　
　
　
　
「
海
洋
ご
み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
始
ま
る

　

日
本
各
地
の
沖
合
か
ら
外
洋
に
か
け
て
、M

P

分
布
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
、
今

後
の
調
査
、
活
動
を
ど
う
展
開
す
る
か
、
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
、
よ
う
や
く
我
が
国
の
取
り
組

み
は
本
格
化
し
た
。

　
欧
米
の
現
状
は
・
・
・　
　
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
追
随
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
で
は
・
・
・

　
「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
」
を
含
む
化
粧
品
の
製
造
、
流
通
の
規
制
は
、
既
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
な
ど
で
制
定
さ
れ
て
い
た
が
、�0�6

年
（�

月
）、
オ
バ
マ
大
統
領
の
主
導
で
、
米
国
全
体
の
法

律
に
移
行
さ
れ
、
意
図
的
に
添
加
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ビ
ー
ズ
を
含
む
洗
顔
、
洗
体
化
粧
品
の
製
造
と

流
通
は
全
て
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
英
仏
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
世
論
も
規
制
す
る
方
向
で
進
行
し

て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
化
粧
品
業
界
が
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
反
応
し
て
先
鞭
を
切
っ
た
。
一
昨
年
（�0�6

）
三
月
、

日
本
化
粧
品
連
合
会
は
、「
洗
い
流
し
の
ス
ク
ラ
ブ
製
品
に
対
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ビ
ー
ズ

の
使
用
を
止
め
る
べ
き
こ
と
」
と
い
う
文
書
を
会
長
名
で
送
達
し
、
自
主
的
な
規
制
を
要
請
し
た
（
註
：

ス
ク
ラ
ブ
と
は
、scrub

：
こ
す
っ
て
磨
く
、
と
い
う
英
語
で
、
本
来
は
、
研
磨
剤
＝
ス
ク
ラ
ブ
剤
＝
の
配
合
さ
れ
た
洗
顔

料
を
指
す
。
古
い
角
質
層
を
取
り
除
く
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）。

　　　　微小なプラスチックは海水中に漂う・・・
　　　　　　また或るときは海底に沈降する
　　摂

せっ
食
しょく
とは、餌

えさ
となる資源を体内に取り入れること

出典	「マイクロプラスチックって何だ」　高田秀重（東京農工大）
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先
頭
を
走
る
「
花
王
グ
ル
ー
プ
」
は
、
対
応
す
る
措
置
に
つ
い
て

　
「
洗
い
流
す
化
粧
品
や
歯
磨
き
な
ど
に
、
角
質
除
去
や
洗
浄
の
目
的
で
ス
ク
ラ
ブ
剤
が
配
合
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
ま
で
各
社
で
使
わ
れ
て
い
た
ス
ク
ラ
ブ
剤
は
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ビ
ー
ズ
」
で
し
た
。
花
王
グ
ル
ー
プ
が
販
売
し
て
い
る
「
ビ
オ
レ
」
な
ど
の
洗
顔
料
や
、
全
身
洗
浄
料
に

使
用
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ラ
ブ
剤
は
、
天
然
由
来
の
成
分
（
セ
ル
ロ
ー
ス
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
）
で
、
花
王
が
開

発
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
歯
磨
き
の
「
ク
リ
ア
ク
リ
ー
ン
」
の
顆
粒
も
、
天
然
由
来
の
成
分
な
の
で
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ビ
ー
ズ
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
但
し
、ご
く
一
部
に
は
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ビ
ー
ズ
に
該
当
す
る
成
分
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
八
年
末
ま
で
に
す
べ
て
代
替
素
材

に
切
り
替
え
ま
し
た
」。

　

続
い
て
「
資
生
堂
」
な
ど
も
、
新
規
ス
ク
ラ
ブ
剤
を
開
発
し
て
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ビ
ー
ズ
の
使
用
を
止
め
、
非
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
の
対
応
に
移
行

し
て
い
る
。

　

海
洋
に
浮
遊
す
るM

P

を
集
め
る
と
き
、
幾
何
学
的
に
球
形
の
ビ
ー
ズ

が
見
付
か
る
。
こ
れ
が
、
一
次M

P

の
「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
」
だ
が
、
日

本
の
化
粧
品
業
界
の
速
や
か
な
対
応
に
よ
っ
て
、
ゼ
ロ
に
向
か
う
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
誠
に
幸
い
な
こ
と
に
、
法
的
規
制
を
待
つ
こ
と
無
く
・
・
・

　
で
は
、M

P

を
二
次
的
に
発
生
さ
せ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
ど
う
か
？

　
「
レ
ジ
袋
」、「
ポ
リ
容
器
」
な
ど
、
日
常
生
活
で
欠
か
せ
な
い
も
の
は
・
・
・

　

欧
州
連
合
で
は
、
す
で
に
先
年
（�0�4

年
）、
加
盟
国
に
対
し
て
レ
ジ
袋
削
減
策
定
を
義
務
づ
け
、
年

間
一
人
40
枚
に
減
ら
す
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
昨
年
（�0�6

）
か
ら
レ
ジ
袋
の
提
供

が
禁
止
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の
中
か
ら
も
、
法
的
規
制
に
踏
み
切
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出

始
め
て
い
る
。

　

一
方
、
年
間
一
人
三
百
枚
の
レ
ジ
袋
を
使
っ
て
い
る
我
が
国
に
は
、
法
的
規
制
や
数
値
目
標
は
未
だ
全

く
無
い
。
一
部
の
業
界
や
自
治
体
の
有
料
化
、
再
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
取
り
組
み
は
あ
っ
て
も
、
そ

の
ス
ケ
ー
ル
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
。
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
そ
の
恵
み
を
享
受
し
て
い
る
の
に
、
危
機

感
は
き
わ
め
て
希
薄
な
現
状
で
あ
る
。

　

国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
は
、
も
う
待
て
な
い
！

　
海
洋
生
物
はM

P

を
取
り
込
む
・
・
・

東京湾の海水中から検出された
　　　「マイクロビーズ」
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海
洋
の
ゴ
ミ
、
釣
糸
や
漁
網
な
ど
に
絡
ま
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
破
片
を
誤
っ
て
食
べ
、
喉
に
詰
ま
ら

せ
た
生
き
物
が
、
陸
地
に
乗
り
上
げ
て
動
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
し
が
報
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

一
方
、M

P

は
、5m

m

よ
り
小
さ
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、
様
々
な
生
物
種
が
接
触
す
る
形
態
な
の
で
、

魚
な
ど
に
摂
食
（
生
き
物
が
食
べ
物
を
摂
る
こ
と
だ
が
、
食
物
、
餌
と
間
違
え
て
誤
飲
す
る
こ
と
も
）
さ
れ
た
、
と
い

う
事
例
が
、
捕
獲
さ
れ
た
生
き
物
の
解
析
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
証
明
さ
れ
た
。

　

鳥
類
を
始
め
、
魚
介
類
か
ら
微
小
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
至
ま
で
、M

P

は
広
汎
な
生
物
に
取
り
込
ま
れ
、

人
工
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、
生
態
系
に
拡
散
し
て
止
む
こ
と
は
無
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
生
態
系
にM

P

が
侵
入
す
る
と
・
・
・

　

M
P

を
「
摂
食
」（
実
は
誤
飲
だ
が
）
し
た
海
洋
生
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
影
響
が
現
れ
る
の
で
は
な
い

か
が
推
測
さ
れ
る
。

　

先
ず
、
摂
食
器
官
、
消
化
管
の
閉
塞
、
損
傷
、
ま
た
、
摂
食
の
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
分
が
内
臓
に
浸

出
し
て
、
吸
収
さ
れ
た
化
学
物
質
は
臓
器
に
移
っ
て
濃
縮
さ
れ
る
、
な
ど
、
な
ど
。
ま
た
偽
り
の
満
腹
感

の
た
め
に
食
物
の
摂
取
が
減
っ
て
、
飢
餓
に
陥
る
危
険
も
想
定
す
べ
き
か
。

　

平
成
二
十
七
年
十
月
、
東
京
湾
で
行
わ
れ
た
「
環
境
省
」
の
調
査
風
景

＝
科
学
者
に
よ
る
本
格
的
な
追
求
が
始
ま
っ
て
、
長
期
的
な
海
洋
生
物
に

対
す
る
影
響
は
、
わ
ず
か
づ
つ
解
明
さ
れ
、
研
究
成
果
は
積
み
重
ね
ら
れ
て

ゆ
く
＝

　

N
H
K

の
番
組　
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
か
ら
。

　

小
さ
な
ご
み
で
も
採
取
で
き
る
特
別
な
網
を
引
き
ま
す
。

　
「
入
っ
た
！
投
入
。」

　
「
結
構
あ
り
ま
す
ね
。
緑
色
の
や
つ
と
か
白
い
破
片
と
か
、
結
構
あ
り
ま
す
ね
。」

　

色
と
り
ど
り
の
小
さ
な
破
片
。　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
。

　

分
析
に
当
た
っ
て
い
る
九
州
大
学
の
磯
辺
篤
彦
教
授
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
、
一
つ
一
つ
よ
り
分
け
て
い
き
ま
す
。

　

１
ミ
リ
程
度
の
も
の
は
肉
眼
で
か
ろ
う
じ
て
見
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
０
．
３
ミ
リ
程
度
に
な
る
と
顕
微
鏡
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

色とりどりの小さな破片のMP
ネットで採取された緑や白いMPの破片
（NHKクロズアップ現代掲載）
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「
こ
れ
は
魚
卵
で
、こ
れ
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
。
あ
と
は
全
部
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。」

２
０
０
ト
ン
の
海
水
か
ら
集
め
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
分
析
の
結
果
、

お
よ
そ
１
，
３
０
０
個
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
の
海
水
の
中
に
、
お
よ
そ
６
個
あ
る
計
算
で
す
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
東
京
湾
だ
け
で
な
く
日
本
近
海
の
５
０
か
所
以
上
で
同

じ
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

平
均
す
る
と
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
３
個
程
度
。

　

こ
れ
は
世
界
の
平
均
の
お
よ
そ
３
０
倍
の
密
度
に
な
り
ま
す
。

　
「
海
は
き
れ
い
な
ん
で
す
け
ど
、（
網
を
）
引
い
て
み
た
ら
わ
り
と
入
っ
て
く
る
。

　

そ
れ
は
想
像
を
超
え
て
い
て
、
桁
１
つ
違
う
と
い
う
の
は
な
か
な
か
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。」

　

な
ぜ
、
日
本
近
海
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
密
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

世
界
の
海
で
調
査
を
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
、
マ
ー
カ
ス
・
エ
リ
ク
セ
ン
さ
ん
で
す
。

　

エ
リ
ク
セ
ン
さ
ん
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
も
と
と
な
る
ご
み
に
着
目
し
、
各
地
で
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
大
量
の
ご
み
が
海
へ
と
流
出
。

　

そ
れ
が
粉
々
に
な
り
な
が
ら
日
本
近
海
へ
と
流
れ
て
き
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ　
５
ジ
ャ
イ
ア
ズ　
代
表　
　
マ
ー
カ
ス
・
エ
リ
ク
セ
ン
さ
ん

　
「
人
口
が
多
く
、
廃
棄
物
管
理
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
ア
ジ
ア
の
国
々
は
多
く
の
ゴ
ミ
を

出
す
た
め
、
日
本
の
周
辺
は
密
度
が
高
い
の
で
す
。」

　
「
先
進
国
で
は
、
新
た
な
発
生
源
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。」

　

エ
リ
ク
セ
ン
さ
ん
が
川
で
見
つ
け
た
の
は
…
。「
こ
れ
は
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
だ
ろ
う
。
汚
れ
を
取
る
た

め
洗
顔
剤
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
青
い
粒
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
で
す
。」

　

大
き
さ
は
僅
か
０
．
１
ミ
リ
。

　

チ
ュ
ー
ブ
１
本
に
数
万
個
入
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
各
地
の
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、
大
量
の
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
を
す
べ
て
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
が
＝
海
の
ス
モ
ッ
グ
＝
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。」

　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
・
・　
　
　

生
態
系
に
忍
び
寄
る
脅
威

　

生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
東
京
農
工
大
学
の
高
田
秀
重
教
授
は
海
の
生
物
を
解

剖
し
、調
査
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
、解
剖
し
た
の
は
「
ハ
シ
ボ
ソ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
」
と
い
う
海
鳥
で
す
。

写真は磯辺教授
（NHKクロズアップ現代掲載）
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「
こ
れ
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
ね
。」

　

高
田
教
授
が
分
析
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
食
べ
て
い
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
量
に
比
例
し
て
、
海
鳥
の
脂
肪
か
ら
、
あ
る
有
害
な
物
質
が
検
出
さ
れ
た

の
で
す
。

　
「
こ
う
い
う
ピ
ー
ク
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
い
う
１
９
６
０
年
代
～
７
０
年
代
に
使

わ
れ
て
い
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
、
か
つ
て
食
用
油
の
中
に
混
入
さ
れ
、
食
品
公
害
・

カ
ネ
ミ
油
症
の
原
因
と
な
っ
た
有
害
物
質
。
皮
膚
障
害
や
肝
機
能
障
害
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。
石
油
か
ら
出
来
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
油
に
溶
け
や
す

い
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
有
害
物
質
を
表
面
に
吸
着
さ
せ
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
」。

　
「
実
験
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
海
に
溶
け
込
ん
で
い
る
有
害
物
質
を
次
々
に
集
め
、
最

大
１
０
０
万
倍
に
濃
縮
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
海
鳥
が
食
べ
る
と
、

有
害
物
質
が
体
内
に
溶
け
出
し
、
脂
肪
や
肝
臓
に
た
ま
っ
て
い
く
の
で
す
」。

　
「
周
り
の
海
水
中
か
ら
、
今
使
っ
て
い
る
汚
染
物
質
も
、
昔
に
出
た
汚
染
物
質
も
ど

ん
ど
ん
吸
着
し
て
、
濃
縮
し
て
、
運
び
屋
と
し
て
生
物
の
体
の
中
に
運
び
入
れ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。」

　

さ
ら
に
、
高
田
教
授
が
懸
念
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
り
小
さ
な
生
物
ま
で

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
で
す
。
東
京
湾
の
イ
ワ

シ
を
調
べ
る
と
、
64
匹
中
4�
匹
か
ら
平
均
３
個
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

小
魚
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
取
り
込
む
と
、
そ
れ
を
食
べ
る
魚
に

有
害
物
質
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

　

食
物
連
鎖
の
中
で
、
有
害
物
質
が
濃
縮
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
の
よ
う
な
さ
ら
に
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
場
合
、
食

物
連
鎖
の
底
辺
に
あ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ま
で
、
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

＝
海
に
漂
う
・
見
え
な
い
ゴ
ミ
＝　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

高
田
秀
重
さ
ん
（
東
京
農
工
大
学
教
授
）

●
小
さ
な
魚
か
ら
も
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
出
て
き
て
、
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
有
害
物
質
が
高
濃
度

に
濃
縮
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
？

写真はハシボソミズナギドリ
写真は高田教授
（NHKクロズアップ現代掲載）

PCBなどを取り込んだ海鳥の挿絵」

　（NHKクロズアップ現代掲載）
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怖
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
自
体
は
、
そ
れ
を
含
ん
で
る
魚
を
私
た
ち
が
食
べ
た
と

し
て
も
排
せ
つ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
自
体
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

む
し
ろ
、
今
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
汚
染
物
質
を
吸
着
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
大
１
０
０
万
倍
、
吸
着
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
汚
染
物
質
は
排
せ
つ
さ
れ
ず
に
、
一
部
は

私
た
ち
の
脂
肪
に
溶
け
込
ん
で
き
て
体
内
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
気

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
か
な
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
き
物
た
ち
や
人
間
へ
の
有
害
物
質
の
具
体
的
な
害
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
？

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
通
し
て
の
、
そ
う
い
う
有
害
物
質
の
ヒ
ト
、
そ
れ
か
ら
野
生
生
物
へ
の
影
響
と
い
う

も
の
は
、
野
外
で
は
観
測
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
室
内
実
験
で
は
観
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
メ
ダ
カ
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
食
べ
さ
せ
て
、
そ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
有
害
な
化
学
物
質

が
く
っ
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
を
３
か
月
食
べ
さ
せ
続
け
る
と
、
肝
臓
に
腫
瘍
、
あ
る
い
は
肝
機
能
障
害
が

起
こ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
リ
ポ
ー
ト
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
吸
着
し
て
い
た
が
、
ほ
か
に
ど
ん
な
有
害
物
質

が
吸
着
す
る
？

　

油
に
溶
け
や
す
い
汚
染
物
質
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
吸
着
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

油
そ
の
も
の
、
石
油
汚
染
・
石
油
流
出
事
故
で
出
る
よ
う
な
石
油
は
も
ち
ろ
ん
、
濃
縮
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
過
去
に
作
ら
れ
た
農
薬
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
も
吸
着

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
中
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
濃
度
、
日
本
も
含
め
た
先
進
国
で
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
る　

な
ぜ
？

　

こ
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
い
う
物
質
は
、
１
９
６
０
年
代
に
先
進
工
業
国
で
工
業
製
品
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

こ
の
時
代
に
海
に
入
っ
て
き
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、
海
底
の
泥
の
中
に
今
も
堆
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
も
の
が
水
の
ほ
う
に
か
え
っ
て
き
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
く
っ
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
を
呼
び
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
？
）

　

そ
う
で
す
ね
。

　

ヨ
ー
ヨ
ー
効
果
と
い
う
ふ
う
に
言
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
１
回
沈
ん
で
、
海
底
で
眠
っ
て
る
汚

染
物
質
を
ま
た
水
の
表
面
に
持
ち
上
げ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
が
、
起
こ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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●
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
生
活
用
品
の
中
の
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
＝
０
．
１
ミ
リ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
に

出
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
下
水
処
理
場
な
ど
で
は
捕
ら
え
き
れ
な
い
？

　

通
常
の
先
進
工
業
国
で
使
っ
て
る
下
水
処
理
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、
��
％
程
度
は
、
除
去
さ
れ
る
と

い
う
報
告
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
れ
は
晴
れ
て
る
時
の
話
で
、
日
本
で
も
そ
う
で
す
が
、
雨
が
降
る
と
下
水
が
あ
ふ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
使
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
海
域
に
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
結
果
と
し
て
、
私
た
ち
が
イ
ワ
シ
の
中
で
見
つ
け
た
り
、
東
京
湾
の
海
水
の
中
に
そ
う
い
う
マ
イ
ク
ロ

ビ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
つ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
（
イ
ワ
シ
が
取
り
込
ん
だ
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
の
割
合
は
ど
の
程
度
？
）

　

全
体
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
で
は
、
約
１
０
％
程
度
に
な
り
ま
す
。

�0
％
、９
割
は
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
い
ろ
ん
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
破
片
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
割
れ
て
き
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
も
の
が
主
で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に

�0
％
は
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
太
平
洋
ゴ
ミ
ベ
ル
ト
」・
・
・

　

G
reat	Pacific	G

arbage	Patch

は
、
北
太
平
洋
の
中
央
（
お
よ
そ
西
経�35
度
か
ら�55

度
、
北
緯
35
度

か
ら
4�
度
の
範
囲
）
に
か
け
て
、
海
洋
ご
み
が
多
い
海
域
を
い
う
。
浮
遊
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
が
北
太
平
洋
循

環
の
海
流
等
の
影
響
に
よ
っ
て
、
集
中
し
て
い
る
海
域
で
あ
る
。
同
様
な
海
域
と
し
て
、
大
西
洋
の
北
大

西
洋
ゴ
ミ
ベ
ル
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
海
洋
大
気
庁
の
公
開
し
た
文
書
（��88

年
）
で
予
測
さ
れ
、��85

～��88

年
に
は
、
ア

ラ
ス
カ
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
水
表
に
漂
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
の
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　

北
太
平
洋
の
ゴ
ミ
の
集
積
に
つ
い
て
は
、
船
の
偏
流
デ
ー
タ
を
用
い
て
、W

akata

ら
が
推
測
し

（���0

）、
ま
た
久
保
田
雅
久
は
、
現
場
観
測
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
エ
ク
マ
ン
流
（
エ
ク
マ
ン
が

記
述
し
た
、流
体
の
境
界
層
）、地
衡
流
（
気
圧
の
釣
り
合
い
で
生
じ
る
風
）
な
ど
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た
（���4

）。

ま
た
、
同
様
な
集
積
域
は
、
世
界
中
の
他
の
海
域
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
、
人
工
衛
星
の
デ
ー
タ
か
ら
得

ら
れ
る
海
洋
の
流
れ
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

　

太
平
洋
ゴ
ミ
ベ
ル
ト
は
、
主
に
海
上
の
風
系
に
よ
っ
て
生
じ
る
エ
ク
マ
ン
収
束
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

と
さ
れ
る
が
が
、
実
際
の
ゴ
ミ
の
分
布
は
か
な
り
非
一
様
で
あ
る
。
北
太
平
洋
環
流
に
よ
っ
て
描
か
れ
る

渦
模
様
は
、
北
太
平
洋
の
両
端
（
北
ア
メ
リ
カ
と
日
本
沖
の
近
海
）
か
ら
廃
棄
物
を
引
き
込
み
、
こ
の
動
き
が
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非
常
に
高
い
濃
度
の
海
洋
ご
み
を
こ
の
地
域
に
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　

汚
染
物
質
の
原
因
と
し
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ム
ー
ア
は
、
ご
み
の

80
％
は
陸
上
か
ら
、
ま
た
�0
％
は
船
舶
由
来
の
も
の
と
見
積
も
っ
て
い

る
。
ご
み
の
破
片
は
海
流
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
の
東
海
岸
か
ら
一
年
以
内

に
循
環
の
中
央
に
運
ば
れ
、
ま
た
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
破
片
は
五
年
ほ

ど
で
運
ば
れ
る
と
い
う
。

　

太
平
洋
ゴ
ミ
ベ
ル
ト
で
は
、
高
濃
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
微
粒
子
が
海

水
の
上
層
部
に
漂
っ
て
い
る
。
光
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
重
合
体

で
あ
り
続
け
な
が
ら
、
小
片
に
ま
で
崩
壊
し
て
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
。

　

浮
か
ん
で
い
る
粒
子
は
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
似
て
い
る
の
で
、
ク

ラ
ゲ
に
誤
食
さ
れ
て
海
洋
食
物
連
鎖
に
入
る
。

　
海
洋
に
漂
うM

P

の
調
査
で
は
・
・
・

　

拾
い
集
め
る
た
め
に
、
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト
を
使
う
。

　

気
象
庁
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
、
海
洋
に
浮
遊
す
る
タ
ー
ル
ボ
ー
ル

お
よ
び
油
分
を
調
査
す
る
た
め
に
、
表
層
を
漂
う
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
魚
卵
採
取
用
の
ニ
ュ
ー
ス
ト
ン
ネ
ッ

ト	new
ston	net	

を
採
用
し
て
い
る
が
、　

環
境
省
も
、M
P

を
採
取
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ス
ト
ン
ネ
ッ

ト
、
網
口
が
75
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
、
編
目
が350

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
3
メ
ー
ト
ル
を
用

い
て
い
る
。
曳
航
速
度
は
�
な
い
し
３
ノ
ッ
ト
、時
間
は
�0
分
の
曳
網
に
よ
っ
て
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
は
、

M
P

と
と
も
に
採
取
さ
れ
た
生
物
種
の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
、
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定
の
の
ち
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

容
器
に
保
存
さ
れ
る
。

　

標
本
の
一
次
処
理
で
は
、
大
型
の
夾
雑
物
を
除
き
、�.0m

m

と300

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ふ
る

い
に
か
け
、
サ
イ
ズ
別
の
分
類
は
、
シ
ャ
ー
レ
に
移
し
て
目
視
・
手
作
業
で
行
わ
れ
る
。
二
次
処
理
は
、

�m
m

を
下
回
る
微
細
片
は
、
機
器
（FT-IR	Fourier-Transform

	Infrared	Spectroscopy

）
に
よ
る
計
測

で
判
定
さ
れ
、
さ
ら
に
三
次
処
理
と
し
て
、
光
学
顕
微
鏡
を
通
し
て
モ
ニ
タ
に
拡
大
し
て
サ
イ
ズ
が
計
測

さ
れ
る
。

　

M
P

の
個
数
を
調
査
し
た
日
本
周
辺
、
東
ア
ジ
ア
海
域
で
は
、
北
太
平
洋
の

十
六
倍
、
世
界
の
海
の
二
十
七
倍
に
も
達
し
た
、
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
な
ん

と
日
本
周
辺
の
海
はM

P

の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な
の
だ
。

　

北
太
平
洋
の
中
央
に
か
け
て
、
海
洋
ご
み
の
多
い
海
域
は
「
太
平
洋
ご
み
ベ

　
五
大
海
洋
循
環
の
一
つ
、

　
北
太
平
洋
循
環
の
内
側
に
あ
る

　
　
　
「
太
平
洋
ゴ
ミ
ベ
ル
ト
」

　
　
　
　

(

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）
よ
り
転
載
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ル
ト
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
80
％
は
地
上
か
ら
、
�0
％
は
船
舶
由
来
の
も
の
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
上
層
部

に
漂
っ
て
い
る
の
は
、
高
濃
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
で
あ
る
。

　

採
取
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
か
ら
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
拾
い
出
し
、顕
微
鏡
映
し
出
し
、PC

（
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
上
で
計
測
、
材
質
を
確
認
す
る
。
そ
の
形
状
は
ま
さ
に
千
差
万ば
ん

別べ
つ

で
あ
る
。

　

小
魚
がM

P
を
取
り
込
む
と
、
そ
れ
を
食
べ
た
魚
に
有
害
物
質
が
蓄
積
さ
れ
、
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
濃
縮
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
、
食
物
連
鎖
の
底
辺
に
在
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ま
で
、
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
残
留
性
有
機
汚
染
物
質

　

Persistent	O
rganic	Pollutants

、PO
Ps

と
は
、
自
然
に
分
解
さ
れ
難
く
、
生
物
濃
縮
に
よ
っ
て

人
体
や
生
態
系
に
害
を
お
よ
ぼ
す
有
機
物
の
こ
と
。
物
質
に
よ
っ
て
は
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
地
域
で

も
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
広
範
囲
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

PCB

・D
D
T

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
が
こ
の
物
質
に
あ
た
る
。PO

Ps

（
ポ
ッ
プ
ス
）
は
難
分
解
性
で
、

食
物
連
鎖
な
ど
で
生
物
の
体
内
に
蓄
積
し
や
す
い
（
高
蓄
積
性
）。
ま
た
、
長
距
離
を
移
動
し
て
、
極
地
な

ど
に
蓄
積
し
易
く
（
長
距
離
移
動
性
）、
人
の
健
康
や
生
態
系
に
対
し
有
害
性
が
あ
る
（
毒
性
）。
半
揮
発
性

の
性
質
が
多
く
、
空
中
に
拡
散
し
て
国
境
を
越
え
、
降
下
す
る
。
こ
の
運
動
を
繰
り
返
す
こ
と
で
汚
染
物

質
は
極
地
に
集
約
さ
れ
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
脂
肪
に
溶
け
や
す
く
生
物
の
脂
肪
に
濃
縮
さ
れ
や
す
い
た

め
、
食
物
連
鎖
の
高
次
に
あ
る
生
物
に
対
し
て
ほ
ど
、
深
刻
な
有
害
性
が
問
題
と
な
る
。

　

	

国
内
に
お
い
て
発
生
す
る
問
題
の
み
に
非
ず
、
地
球
環
境
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
防
的
な
取
組

み
が
進
み
、
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関
す
る
、
国
際
的
なPO

Ps

の
廃
絶
、
削
除
等
を
行
う
枠
組
み
が

設
け
ら
れ
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約(PO

Ps

条
約)

で
あ
る
。

　
　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・

　

D
D
T

は
、dichlorodiphenyltrichloroethane	 (

ジ
ク
ロ
ロ
ジ
フ
ェ
ニ	

ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン)

の
略
で
、

か
つ
て
使
わ
れ
て
い
た
有
機
塩
素
系
の
殺
虫
剤
、
農
薬
で
あ
る
。
し
か
し
、D

D
T

の
分
解
物
は
分
解
し

難
く
、
環
境
中
に
長
く
留
ま
っ
て
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
食
物
連
鎖
を
通
じ
て
生

体
濃
縮
さ
れ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
際
的
な
評
価
で
は
、「
人
に
対
し
て
発
が
ん
性
が
有
る
か

も
し
れ
な
い
物
質
」
に
分
類
さ
れ
た
た
め
、
日
本
で
は
、
昭
和
四
十
六
年(��7�)

五
月
、
農
薬
と
し
て

の
登
録
が
失
効
し
、	

そ
の
代
替
と
し
て
、
次
第
にBH

C
	(

ベ
ン
ゼ
ン
ヘ
キ
サ
ク
ロ
リ
ド)

に
関
心
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
方
、
現
在
で
もD

D
T

を
製
造
し
て
い
る
国
が
あ
り
、
主
に
発
展
途
上
国
で
は
、
マ
ラ
リ
ア
対
策
に
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使
わ
れ
、
ま
た
、
農
薬
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
残
留
農
薬
と
し
て
のD

D
T

の
課
題
は
未
だ
に
不

透
明
で
あ
る
。
最
近
、D

D
T

に
は
有
害
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
安
全
な
殺
虫
剤
、
農
薬
で
あ
る
、
と
云
う

科
学
的
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る(

次
号
で
紹
介
す
る
予
定)

。

　
　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・

　

PCB

は
、
何
故
処
分
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
か
？	

　

PCB

は
、Poly	Chlorinated	Biphenyl	 (

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル)

の
略
称
で
、
水
に
溶
け
難
く
、
沸

点
の
高
い
、
化
学
的
に
極
め
て
安
定
な
油
で
あ
る
。
熱
で
分
解
し
難
く
、
ま
た
、
不
燃
性
、
電
気
絶
縁
性

が
高
い
な
ど
の
特
性
を
も
つ
の
で
、
電
気
機
器
の
絶
縁
油
、
熱
交
換
器
の
熱
媒
体
、
ノ
ン
カ
ー
ボ
ン
紙
な

ど
、
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
た
。
代
表
的
な
電
気
機
器
と
し
て
、
変
圧
器
や
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
安
定
器

な
ど
が
あ
る
。

　

し
か
し
、PCB

の
毒
性
と
し
て
、
脂
肪
に
溶
け
易
い
と
い
う
性
質
か
ら
、
慢
性
的
な
摂
取
に
よ
っ
て
、

体
内
に
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
、
様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
判
明
し
た
。
熱
媒
体
と
し
て
使
用
さ
れ

たPCB

が
混
入
し
て
、健
康
被
害
を
発
生
さ
せ
た「
カ
ネ
ミ
油
症
」事
件
は
、昭
和
四
十
三
年
十
月(��68)

、

西
日
本
を
中
心
に
、
広
域
に
わ
た
っ
て
発
生
し
た
、
米
糠ぬ
か

油(

ラ
イ
ス
オ
イ
ル)

に
よ
る
食
中
毒
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

症
状
は
、
吹
出
物
、
色
素
沈
着
、
目
脂
や
に
な
ど
の
皮
膚
症
状
の
ほ
か
、
全
身
の
倦
怠
感
、
し
び
れ
感
、

食
欲
不
振
な
ど
、
多
様
な
も
の
だ
っ
た
。	

昭
和
四
十
七
年(��7�)

に
製
造
が
中
止
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

約
三
十
年
余
り
に
亘
っ
て
、
民
間
主
導
で
処
理
施
設
の
立
地
が
試
み
ら
れ
た
が
、
地
元
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
立
地
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
に
至
っ
て
も
、
被
害
が
続
い
て
い
る
。

　
「
食
餌
連
鎖
」
と
は
・
・
・

　

陸
上
で
も
、
水
中
で
も
、
関
わ
り
な
く
、
生
き
物
は
ほ
か
の
生
き
物
を
食
べ
、
ま
た
、
食
べ
ら
れ
た
り

す
る
関
係
で
繋
が
っ
て
お
り
、
こ
の
つ
な
が
り
は
食
餌
の
「
連
鎖
」
と
い
わ
れ
る
。

　

海
の
中
で
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
、
そ
れ
を
食
べ
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
さ
ら
に
、
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
小
魚
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
生
態
系
は
食
物
の
連
鎖
で
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
生
物
の
死
骸
や
ふ
ん
を
分
解
す
る
バ
ク
テ
リ
ア
も
い
て
、
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
っ
て
取
り
込
ま
れ
る
。

		

生
物
は
、
自
分
が
生
き
て
い
く
た
め
に
、
体
重
の
お
よ
そ
十
倍
の
餌
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
食
物
連
鎖
を
考
え
る
と
、
例
え
ば
、
体
重
が
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
グ
ロ
が
生
き
て
い
く
た

め
に
は
一
ト
ン
の
イ
ワ
シ
が
、
そ
し
て
、
一
ト
ン
の
イ
ワ
シ
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
十
ト
ン
の
動
物
プ
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Plankton

は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
〈
漂
う
も
の
〉
を
意
味
す
る
語	planktos
に
由
来
し
、
自
分
自
身
は

移
動
力
が
全
く
無
い
か
、
あ
っ
て
も
非
常
に
弱
く
、
水
の
動
き
に
逆
ら
っ
て
移
動
せ
ず
、
水
中
に
浮
遊
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
生
物
群
集
と
定
義
さ
れ
る
。

　

ケ
イ
ソ
ウ
や
小
型
甲
殻
類
、
ク
ラ
ゲ
、
魚
類
の
幼
生
な
ど
、
様
々
な
分
類
群
に
属
す
る
生
物
を
含
む
。

遊
泳
能
力
を
全
く
持
た
な
い
か
、
あ
る
い
は
遊
泳
能
力
が
あ
っ
て
も
水

流
に
逆
ら
う
力
が
軽
微
で
あ
っ
た
り
、
比
較
的
小
型
の
生
物
で
あ
る
た

め
結
果
的
に
漂
う
こ
と
に
な
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。

　

あ
く
ま
で
も
「
浮
遊
者
」
と
い
う
概
念
な
の
で
、
大
型
の
生
物
で
も

ク
ラ
ゲ
な
ど
遊
泳
能
力
が
非
常
に
低
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
し
ば
し
ば

水
生
の
微
細
な
動
物
や
藻
類
な
ど
の
微
生
物
を
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
称
す

る
こ
と
が
あ
る
が
、
付
着
生
活
な
ど
水
底
に
お
け
る
生
活
を
す
る
も
の

は
ベ
ン
ト
ス
（
下
記
参
照
）
に
相
当
し
、
こ
う
し
た
も
の
に
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
名
称
を
当
て
る
こ
と
は
誤
り
と
さ
れ
る
。

　

浮
遊
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
水
の
動
き
に
対
し
て
単
に
受
動
的
に
生

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
浮
上
や
沈
降
を
能
動
的
に
行
う
こ
と
な
ど

ラ
ン
ク
ト
ン
が
、
そ
の
十
ト
ン
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
百
ト
ン
の
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
入
用
と
な
る
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
態
系
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
の
数
が
食
べ
る
も
の
の
数
よ
り
、
い
つ
も
十
倍

く
ら
い
多
い
は
ず
で
、
食
物
連
鎖
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
に
な
る
。
も
し
、
ど
こ
か
が
異
常
に
増
え
た
り
、

減
っ
た
り
す
る
と
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
が
崩
れ
て
歪
み
が
生
じ
、
海
だ
け
で
な
く
、
つ
い
に
は
、
地

球
全
体
の
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
。

　

塩
沼
、
海
岸
、
河
口
、
サ
ン
ゴ
礁
、
深
海
な
ど
の
「
海
洋
生
態
系
」
は
、
地
球
上
で
最
大
の
水
生
生
態

系
で
、「
淡
水
生
態
系
」
と
対
比
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
水
系
の
生
態
系
を
構
成
す
る
。

　

食
物
連
鎖
の
下
位
に
位
置
す
る
の
は
、「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
」
で
あ
る
。

　

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
浮
遊
生
物
で
、
水
中
や
水
面
を
漂
っ
て
生
活
す
る
生
物
を
云
う
。
微
小
な
も
の
が
多

く
、
生
態
系
で
は
生
態
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
と
な
る
。

　
「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
」
は
・
・
・

　

水
中
や
水
面
を
漂
っ
て
生
活
す
る
生
物
の
総
称
で
あ
る
。
微
小
な
も
の
が
多
く
、
生
態
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

下
層
を
構
成
す
る
。

プランクトン　出典（ウイキペディア）
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に
よ
っ
て
水
の
流
れ
を
利
用
し
、
あ
る
程
度
は
能
動
的
に
水
塊
中
に
定
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
投
入
せ
ず
に
水
塊
中
に
定
位
す
る
生
活
型
と
も
い
え
る
の
で
、
帆
船
の
航
法
に
似

て
い
る
。

　

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
は
、
水
生
生
物
を
生
活
型
で
分
け
た
場
合
の
、
浮
遊
生
物
に
対
す
る
名
前
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
水
流
に
逆
ら
っ
て
遊
泳
で
き
る
生
物
を
ネ
ク
ト
ン
（nekton

）、
あ
る
い
は
遊
泳
生
物
、
水

底
で
生
活
す
る
生
物
を
ベ
ン
ト
ス
（benthos

）、
あ
る
い
は
底
生
生
物
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
水
面
よ
り
上
に

生
活
す
る
も
の
を
ニ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
分
類
は
便
宜
的
な
も
の
で
、
実
際
の
生
物
に
完
全
に
適
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
甲
殻
類
の
オ
キ
ア
ミ
類
の
遊
泳
力
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
ネ
ク
ト
ン
の
中
間
程
度
で
あ
り
、
マ
イ
ク

ロ
ネ
ク
ト
ン
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
一
部
の
カ
イ
ア
シ
類
や
ア
ミ
な
ど
、
日
中
は
海
底
直
上
に
と
ど
ま
り
，

夜
間
は
水
中
に
泳
ぎ
出
す
と
い
う
半
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
半
ベ
ン
ト
ス
的
な
生
活
を
す
る
も
の
も
あ
る
。
ネ
ク

ト
ベ
ン
ト
ス
、プ
ラ
ン
ク
ト
ベ
ン
ト
ス
な
ど
の
中
間
概
念
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
区
分
は
、
生
物
種
の
生
活
史
全
体
を
通
じ
て
不
変
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

エ
ビ
、
カ
ニ
、
ヒ
ト
デ
、
カ
イ
メ
ン
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
の
多
く
は
、
幼
生
期
に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
生

活
を
送
る
が
、
成
長
と
共
に
水
底
で
生
活
す
る
ベ
ン
ト
ス
に
な
る
し
、
魚
類
の
多
く
も
、
卵
か
ら
孵
化
し

た
後
の
幼
生
期
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
が
、
成
長
と
共
に
遊
泳
能
力
が
発
達
し
ネ
ク
ト
ン
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
幼
生
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

一
般
に
、
光
合
成
を
行
な
う
も
の
を
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（Phytoplankton

）、
摂
食
に
よ
る
も
の
を

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（Zooplankton

）
と
い
う
。

　

生
活
史
の
一
部
を
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
過
ご
す
も
の
を
一

時
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（M

eroplankton

）、
生
活
史
の
ほ
ぼ
全
て
を

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
過
ご
す
も
の
を
終
生
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

（H
oloplankton

）
と
い
う
。
海
産
無
脊
椎
動
物
に
は
卵
と
幼
生

の
時
期
を
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
過
ご
す
も
の
が
多
い
。

　

小
型
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
水
界
の
生
態
系
を
構
成
す
る
食

物
連
鎖
の
下
位
に
位
置
し
、
魚
類
や
ク
ジ
ラ
な
ど
、
よ
り
大
型

の
動
物
の
餌
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
特
に
海
底

が
深
い
海
洋
で
は
、
生
産
者
の
位
置
に
あ
る
の
は
植
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。
他
方
、
水
中
で
は
、
排
泄
物
や
分
解
産
物

も
水
中
を
浮
遊
し
、
デ
ト
リ
タ
ス
の
よ
う
な
形
で
分
解
の
過
程

太平洋上で 0.1mmのメッシュネットを使って採取したプランクトン
単細胞の小さなものから魚類や甲殻類の幼虫まで、様々なプランクトン。
出典（不思議ニュースサイト -http://enigme.black/2015052301）
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を
経
る
か
ら
、
分
解
者
と
し
て
そ
の
経
路
に
関
わ
る
も
の
も
や
は
り
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
。

　

ま
た
、
有
孔
虫
や
円
石
藻
の
よ
う
に
石
灰
質
の
、
あ
る
い
は
ケ
イ
藻
や
放
散
虫
の
よ
う
に
ケ
イ
酸
質
の

骨
格
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
深
海
底
に
お
け
る
堆
積
物
の
大
き
な
部
分
を
占
め
、
堆
積
岩
を
形

成
す
る
例
も
あ
る
。
白
亜
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

　

小
型
の
も
の
で
も
、
量
的
に
は
大
き
く
多
量
に
漁
獲
で
き
る
場
合
に
は
、
水
産
物
と
し
て
も
利
用
さ
れ

る
（
イ
サ
ザ
ア
ミ
、
オ
キ
ア
ミ
、
シ
ラ
ス
な
ど
）。
富
栄
養
化
に
よ
っ
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
発
生
す
る

現
象
は
海
で
は
赤
潮
、
陸
水
で
は
ア
オ
コ
と
呼
ば
れ
、
生
態
系
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
。

　

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
採
集
す
る
方
法
が
古
く
か
ら
確
立
さ
れ
て
お
り
、
遊
泳
生
物
や
底
生
生
物
よ
り
徹
底

し
た
採
集
が
容た

易や
す

い
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
幼
生
が
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
成
体
よ
り
先
に
発
見
さ
れ

た
例
や
、
幼
生
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
成
体
が
判
明
し
て
い
な
い
例
も
あ
る
。

　

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
採
集
に
使
わ
れ
る
、
古
典
的
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
は
、
丈
夫
な
丸
い
枠
に
目
の

細
か
い
円
錐
形
ま
た
は
円
筒
円
錐
形
の
網
を
つ
け
た
も
の
で
、
先
端
に
は
サ
ン
プ
ル
採
取
用
の
ガ
ラ
ス
瓶

が
つ
く
。
こ
れ
を
手
や
ボ
ー
ト
で
引
っ
張
る
な
ど
し
て
採
集
す
る
も
の
で
、目
的
に
応
じ
て
目
合
い
（
メ
ッ

シ
ュ
サ
イ
ズ
）
を
使
い
分
け
る
。
伝
統
的
に0.33m

m

を
動
物
目
合
い
、0.�m
m

を
植
物
目
合
い
と
し
て

き
た
が
、
近
年
で
は0.33m

m

で
は
主
要
な
カ
イ
ア
シ
類
が
抜
け
る
た
め
に
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

採
集
に
も0.�m

m

を
使
う
こ
と
が
多
い
。

　

藻
類
や
微
小
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
採
集
に
は
、
一
般
的
に
は
、
採
水
法
を
使
う
。
採
水
法
で
は
、
海

水
を�L

、�L

な
ど
と
定
量
的
に
採
集
し
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
海
水
ご
と
に
固
定
し
て
沈
殿
濃
縮
し
、
顕

微
鏡
で
同
定
・
計
数
を
行
な
う
。
ま
た
、目
的
に
よ
っ
て
は�0µm

、�µm

、0.�µm

な
ど
の
フ
ィ
ル
タ
ー

を
使
っ
て
濃
縮
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
光
学
顕
微
鏡
や
蛍
光
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
も
あ
る
。
藻
類
に
つ

い
て
は
，
同
定
を
せ
ず
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
で
生
海
水
を
濾
過
し
て
、
ア
セ
ト
ン
や
メ
タ

ノ
ー
ル
、
ジ
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド
な
ど
で
抽
出
し
、
吸
光
度
ま
た
は
蛍
光
を
測
定
し
て
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

な
ど
の
色
素
量
の
み
を
定
量
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

本
紙
・
本
号
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」M

P

の
採
集
に
不
可
欠
な

「
水
平
曳
き
ネ
ッ
ト
」
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
を
流
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
、

そ
の
恩
恵
は
極
め
て
大
き
い
。

　

																																																													

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
次
号
に
続
く
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
・
・
・

　
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に

よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL090

（3048

）5502

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部　
原
宛
に
ど
う
ぞ


